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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業総収入 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年２月期第３四半期 6,007 0.8 112 △75.0 68 △84.7 △27 －

2025年２月期第３四半期 5,958 5.3 449 0.8 446 △3.8 919 133.7

（注）包括利益 2026年２月期第３四半期 △27百万円（－％） 2025年２月期第３四半期 914百万円（127.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年２月期第３四半期 △5.59 －

2025年２月期第３四半期 186.25 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年２月期第３四半期 11,854 4,238 35.8

2025年２月期 11,265 4,379 38.9

（参考）自己資本 2026年２月期第３四半期 4,238百万円 2025年２月期 4,379百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年２月期 － 10.00 － 13.00 23.00

2026年２月期 － 10.00 －

2026年２月期（予想） 10.00 20.00

（％表示は、対前期増減率）

営業総収入 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,031 2.7 167 △60.4 89 △76.7 △44 － △8.96

１．2026年２月期第３四半期の連結業績（2025年３月１日～2025年11月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年２月期の連結業績予想（2025年３月１日～2026年２月28日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年２月期３Ｑ 5,064,000株 2025年２月期 5,064,000株

②  期末自己株式数 2026年２月期３Ｑ 127,651株 2025年２月期 127,651株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年２月期３Ｑ 4,936,349株 2025年２月期３Ｑ 4,936,349株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在において入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、建設やデジタル投資が全体を牽引する景況感において、雇用

や所得環境の改善が一定進み、新政権による各種政策への期待感が膨らむ状況を背景に、景気は緩やかな回復基調

にある一方、深刻化する人手不足や、物価高による家計負担の増加による購買意欲の低下、金利上昇や為替レート

の変動、トランプ関税の不透明性や日中関係の不安定化など、不確実性の高まりはより顕著となりました。

当社は、「生活のなかで彩りを感じて頂く、新しいサービスを発見し、創造し、提供する。」の経営理念のも

と、企業パーパスを「人と社会に感動を。誠実なる挑戦を。」と定め、当連結会計年度を初年度とし計３か年に亘

る「グループ中期経営計画」をグループとして初めて公表し、目標達成に向けた取り組みを開始しております。

こうした環境のなか、当社グループにおきましては、マンションフロントサービス事業、クリーニング事業、コ

ンビニエンス・ストア事業、その他事業について、安定した収益を確保しました。ホテル事業については、猛暑の

落ち着きと秋の行楽シーズンの到来に合わせ、旅行・サービス需要の回復が進むなか、2025年９月以降の宿泊需要

の取り込みは一定好調に推移し、ビジネスホテル及びユニット型ホテルについては、安定的な稼働を回復すること

ができました。ただし、2025年３月に開業のアウトドアリゾート施設については、運営オペレーションのパターン

化や効率化は進んだものの、平日の稼働不足の解消や土日祝・長期休暇シーズンにおける安定稼働の実現、認知度

向上やターゲット層への訴求には課題が多く、収益の確保には苦戦する結果となりました。

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績は、営業総収入60億７百万円（対前年同期

比0.8％増）、営業利益１億12百万円（対前年同期比75.0％減）、経常利益68百万円（対前年同期比84.7％減）、

親会社株主に帰属する四半期純損失は27百万円（前年同期は９億19百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）

となりました。

当社グループのセグメントの業績は次のとおりであります。

① ホテル事業

ホテル事業におきましては、東京都心や千葉県市川市、浦安市内において、ビジネスホテル及びユニット型ホテ

ル「ＢＡＹ　ＨＯＴＥＬ」を運営するほか、千葉県成田市において、アウトドアリゾート施設「ＴＨＥ　ＦＡＲＭ

スロウマウンテン成田」を新たに開業し、記憶に残る顧客体験と上質な付加価値サービスの創造と提供に努めてお

ります。

ビジネスホテルにおきましては、近隣の大型テーマパーク、商業施設、アリーナ施設、大規模展示場等において

集客力の高い大型のイベントが連日開催されるなど、施設周辺エリアにおける人流の増加は依然として顕著である

ことから、レジャーを中心とした宿泊需要の獲得に継続して取り組んでおります。ＪＲ市川塩浜駅前で運営する

「ＣＶＳ・ＢＡＹ　ＨＯＴＥＬ本館」につきましては、本館増築棟を除く全108室を対象とするフルリニューアル

を2025年４月までに完了し、全室の販売を再開いたしました。しかしながら、販売開始時期の遅れや広報活動・販

売活動の不十分が影響し、春の繁忙期における早期予約の獲得に出遅れが生じたことにより、業況は急激に悪化い

たしました。そのため、同６月以降、レベニューマネジメント（需要予測に基づく販売コントロール）の仕切り直

しと体制の強化を行いました。その結果、秋の行楽シーズン以降の予約獲得は順調に推移し、同10月には、改装計

画時に効果として見込んでいたＡＤＲ（平均客室単価）の目標値を超え、売上高についても前年同月実績を取り戻

すまでに回復いたしました。

ユニット型ホテルにおきましては、東京都心において高止まりが続くビジネスホテルの客室単価高騰を背景に、

リーズナブルで利便性の高い施設として支持を受け、秋の行楽シーズン到来による宿泊需要の拡大と活発化する人

流を追い風に、宿泊予約の獲得が進みました。なお、これまでは主にビジネスホテルを対象に行っていたレベニュ

ーマネジメントを、ユニット型ホテルに対しても拡大し、販売戦略を強化したことで、東京有明ＢＡＹ　ＨＯＴＥ

ＬのＡＤＲが開業以来の最高値を更新するなど、業況は回復基調にあり、売上高・利益のさらなる伸長に向け、販

売活動に注力しております。

アウトドアリゾート施設「ＴＨＥ　ＦＡＲＭスロウマウンテン成田」におきましては、2025年３月の開業直後

は、祝祭日を含む連休や週末を中心に連日の高稼働が続いたほか、テレビを含む報道各社ならびに雑誌等メディア

による施設紹介により当該施設の露出が増加したことも功を奏し、予約獲得には一定の伸長が見られましたが、

2025年６月以降は伸び悩み、客数、ＡＤＲともに、当初の計画を下回る結果となりました。ターゲット層に対する

情報発信と予約行動を促す仕掛けづくりの弱さ、レジャーや宿泊の需要が高まる週末や祝祭日、長期休暇の取得シ

ーズンの稼働に関する積み上げ不足、平日に関しては、インバウンド需要の取り込みや当該施設の周辺エリアをレ

ジャー目的で利用される方へのアプローチの不十分さなどが苦戦の原因となりました。2025年９月以降は、イベン

ト数の増加やＳＮＳ投稿の活発化、販売チャネルの増加、飲食メニューの刷新やオプションの追加、雑誌やテレビ

など各種メディアへの露出強化を図り、認知度の向上と新規顧客の獲得に努めているほか、冬季期間においては、

定休日を設けるなど、全日営業の維持において発生する人件費等の費用を削減するなど、売上原価や販管費の見直

し、取引条件や取引先の変更を含め、コストコントロールにも注力しておりますが、未だ不十分な状況にあり、売
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上高・利益ともに減少しています。

この結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、ホテル事業収入16億95百万円（対前年同期比10.5％

増）、セグメント利益１億58百万円（対前年同期比62.5％減）となりました。

② マンションフロントサービス事業

マンションフロントサービス事業におきましては 、マンションフロントを通じ、居住者の皆様に、快適さ

（Amenity）と安心・安全（Security）、心地よい高品質（Quality）を提供し、人々のウェルビーライフをサポー

トすることを目的とした事業展開を行っております。日本国内の主要地域に拠点を設けることで、日本全国でのサ

ービス提供を可能としているほか、近年では、シェアオフィスやコワーキングスペース、企業受付など、マンショ

ンフロント以外にも積極的に展開領域を拡げております。

従来から手掛けるマンションフロントにおける居住者向けの各種生活支援サービスと並行し、マンション居住

者、管理組合、管理会社向け支援ツール「ＯＩＣＯＳ」の機能拡充に加え、100世帯以下の中・小規模マンション

向けの「ＯＩＣＯＳ Ｌｉｔｅ」ならびに、同シリーズと連携可能なスマホアプリ「ＯＩＣＯＳ Ａｐｐ」を通じ、

マンション規模が小さく有人フロントサービスの提供が困難な物件への導入提案を推進するなど、有人フロントサ

ービス以外の選択肢の開拓に努め、営業活動を強化、受託件数の獲得を進めています。最近では、居住者向けの生

活支援サービス、管理組合の運営支援、管理会社のサポート、及びマンション管理のさらなる効率化を図り、スマ

ート且つワンストップな管理の実現に取り組むため、2022年以降、ノンタッチキーなど次世代型セキュリティ大手

の株式会社シブタニやインターホンメーカー大手のアイホン株式会社、宅配ロッカー大手の株式会社フルタイムシ

ステムなど、各社の持つシステムとのIoT連携を積極的に進めることで「ＯＩＣＯＳ」の機能拡張を強化していま

す。また、管理組合の収益悪化や人件費の高騰・地域的な採用困難等を背景に、収益性が低く、管理費の増益交渉

の成功も見込みづらい不採算の有人フロント物件に対しては、非有人でありながら高付加価値サービスの提供を可

能とする「ＯＩＣＯＳ」への切り替え提案を行うほか、場合により解約や撤退の交渉も視野に、事業収益性を重視

した活動を今後も継続して行うことで、ニッチトップ戦略に弾みをつけ、さらなる事業成長に努めてまいります。

当第３四半期連結会計期間末時点における総受注件数は683件（対前期末比20件減）、うち「ＯＩＣＯＳ」受注

件数は176件（対前期末比12件増）となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、マンションフロントサービス事業収入30億39百万円（対

前年同期比5.9％減）、セグメント利益２億40百万円（対前年同期比24.2％減）となりました。

③ クリーニング事業

クリーニング事業におきましては、マンションや社員寮にお住まいの方を対象とする個人向けのクリーニングサ

ービスやハウスクリーニングを提供するほか、法人向けサービスとして、マンション内ゲストルームやホテルにお

けるリネンサプライサービスの提供を行っております。

個人向けクリーニングにおいては、取次拠点の減少に加え、在宅勤務の普及によるワイシャツ、スーツのクリー

ニング需要の減少などにより、取次件数の減少傾向は続くものの、既存顧客へのアプローチを強化し、需要の掘り

起こしに向けた施策を展開するほか、マンションフロント事業との親和性も高く今後の需要拡大も見込まれるハウ

スクリーニングや保管サービス等の新規獲得に加え、モバイルコミュニケーションツール「ＬＩＮＥ」を通じ、ク

リーニング対象品の集荷依頼や各種ご相談を24時間で可能とし、キャッシュレス決済にも対応したトータルクリー

ニングサービス「オンラインコンシェルジュ」の展開を強化するなど、マンション居住者のそれぞれのニーズに呼

応し、フロントや近隣提携工場の有無にかかわらず必要に応じて都度提供できる利便性の高いサービスの拡販に努

めております。法人向けサービスにおいては、競合他社の撤退から生じるリプレイス案件の受注や、既存取引先か

らの紹介を含む新規案件の獲得を進めたほか、不採算先の契約整理や、新規開拓営業にも引き続き着手しておりま

す。

個人向けクリーニングにおいては、マンションフロントサービス事業との連携を強化したことにより、新規物件

や競合他社撤退に伴うリプレイス物件の受注が一定進んだことに加え、法人向けサービスにおいては、不採算先か

らの撤退を進める一方、開拓営業人材を新規に採用したことで、リネンサプライサービス案件の新規受注に増加傾

向が見られ、売上高は微増いたしました。利益については、不採算先からの撤退や人件費を含む管理コストの見直

しが奏功し、前連結会計年度における第３四半期連結累計期間との比較において、一部で改善が進みました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、クリーニング事業収入１億37百万円（対前年同期比

2.5％増）、セグメント利益59百万円（対前年同期比104.6％増）となりました。
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④ コンビニエンス・ストア事業

コンビニエンス・ストア事業におきましては、千葉県及び東京都心において、ローソンブランドでの店舗運営を

行っております。当社の強みである独創性を持った店舗作りを目指し、フランチャイズ本部が推進する各種施策に

加え、立地特性に対応した独自仕入商品の販売を行うなど積極的な販売施策を進めるほか、商品カテゴリごとに粗

利改善への取り組みを強化するなど、収益の向上にも注力いたしました。

主力店舗近隣の大型テーマパーク、商業施設、アリーナ施設、大規模展示場等における各種イベントが連日開催

された影響に加え、自社ホテル併設の店舗においても、秋の行楽シーズンを背景とする国内宿泊需要の堅調な推移

とインバウンド消費の拡大に伴う宿泊者数の底上げもあり、夕夜間を中心に来店客数が増加、売上高は引き続き伸

長いたしました。また、店内調理商材をはじめとする付加価値の高い商品の提供や、品揃えの強化を推進したこと

に加え、セルフレジの稼働を高めるなど省人化によるコストコントロールにも意欲的に取り組み、利益の確保にも

努めました。なお、2024年10月より導入した「ローソンデリバリーサービス」（利用顧客が専用アプリ経由でロー

ソンの商品をインターネットで注文し、各デリバリーサービス業者の指定する配送者が利用顧客に指定された場所

まで当該商品を配送するサービス）も好調に推移しており、来店を伴わない顧客の獲得にも注力しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、コンビニエンス・ストア事業収入11億15百万円（対前年

同期比7.1％増）、セグメント利益１億１百万円（対前年同期比16.3％増）となりました。

⑤ その他事業

その他事業におきましては、事業用不動産の保有や賃貸管理、ヘアカットサービス店舗の運営を行うほか、保有

不動産の有効活用や事業用地の獲得活動、既存事業のリブランド支援を行うことで、当社グループの将来に亘って

の成長を後押しする活動を行っております。なお、ヘアカットサービス店舗について、2025年５月末に１拠点の運

営委託契約を終了しており、当第３四半期連結累計期間におけるヘアカットサービス店舗は前第３四半期連結累計

期間と比較して１拠点の純減が生じているため、売上高は減少しております。一方で、前連結会計年度において、

自社運営のキャンプ場「成田スカイウェイＢＢＱ（ＣＡＭＰ）」を当該固定資産の譲渡に伴い閉業したことを受

け、組織体制の見直しと人員削減を行ったことで、前第３四半期連結累計期間と比較して、利益は増加しておりま

す。

この結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、その他事業収入59百万円（対前年同期比3.0％減）、セ

グメント利益20百万円（対前年同期比42.1％増）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて５億88百万円（5.2％）増加し、

118億54百万円となりました。その主な内訳は、現金及び預金が２億58百万円、その他流動資産が１億62百万円そ

れぞれ増加したことなどにより、流動資産が５億１百万円増加し、また、アウトドアリゾート施設「ＴＨＥ　ＦＡ

ＲＭスロウマウンテン成田」の開業に伴い建設仮勘定が減少したものの、建物、土地及びその他有形固定資産の増

加などにより、固定資産が87百万円増加したことであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて７億30百万円（10.6％）増加し、

76億16百万円となりました。その主な内訳は、未払法人税等が１億16百万円減少したものの、短期借入金が３億62

百万円、その他流動負債が86百万円、買掛金が70百万円それぞれ増加したことなどにより、流動負債が４億96百万

円増加し、長期借入金が２億28百万円増加したことなどにより、固定負債が２億33百万円増加したことでありま

す。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ１億41百万円（3.2％）減少し、42億

38百万円となりました。その主な内訳は、剰余金の配当を行ったほか、親会社株主に帰属する四半期純損失を27百

万円計上したことであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年２月期（2025年３月１日～2026年２月28日）の通期連結業績予想につきましては、2025年10月10日に公表

いたしました「第２四半期（累計）業績予想と実績との差異、通期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知

らせ」の連結業績予想数値から変更はありません。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,782,307 2,040,435

売掛金 415,150 448,418

商品 47,634 51,906

未収還付法人税等 20,431 63,347

その他 293,832 456,766

貸倒引当金 △100 △100

流動資産合計 2,559,255 3,060,774

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,850,452 3,341,363

土地 1,261,837 1,363,537

建設仮勘定 2,202,402 25,200

その他（純額） 93,266 838,739

有形固定資産合計 5,407,960 5,568,840

無形固定資産

その他 39,085 60,496

無形固定資産合計 39,085 60,496

投資その他の資産

投資有価証券 228,220 226,123

繰延税金資産 494,052 435,302

敷金及び保証金 164,396 159,079

投資不動産（純額） 2,346,291 2,324,434

その他 26,431 19,636

投資その他の資産合計 3,259,392 3,164,576

固定資産合計 8,706,438 8,793,913

資産合計 11,265,693 11,854,688

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 137,058 207,598

短期借入金 1,618,000 1,980,000

１年内返済予定の長期借入金 354,998 403,048

未払金 487,505 502,964

未払法人税等 134,120 17,495

預り金 32,282 69,808

賞与引当金 18,937 11,942

その他 159,041 245,733

流動負債合計 2,941,942 3,438,590

固定負債

長期借入金 3,318,901 3,547,592

リース債務 － 2,948

退職給付に係る負債 67,104 68,996

長期預り保証金 364,440 364,360

資産除去債務 193,463 194,149

繰延税金負債 664 －

固定負債合計 3,944,574 4,178,046

負債合計 6,886,516 7,616,636

純資産の部

株主資本

資本金 1,200,000 1,200,000

資本剰余金 164,064 164,064

利益剰余金 3,139,581 2,998,455

自己株式 △124,469 △124,469

株主資本合計 4,379,177 4,238,051

純資産合計 4,379,177 4,238,051

負債純資産合計 11,265,693 11,854,688
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年３月１日

　至　2025年11月30日)

営業総収入 5,958,748 6,007,866

売上原価 3,168,692 3,134,880

営業総利益 2,790,056 2,872,986

販売費及び一般管理費 2,340,260 2,760,642

営業利益 449,795 112,344

営業外収益

受取利息 237 2,011

投資有価証券売却益 14,984 －

不動産賃貸料 254,088 262,346

その他 4,636 19,463

営業外収益合計 273,946 283,822

営業外費用

支払利息 33,303 51,351

投資事業組合運用損 2,089 2,096

不動産賃貸費用 240,595 271,525

その他 1,079 2,790

営業外費用合計 277,068 327,763

経常利益 446,674 68,402

特別利益

固定資産売却益 828,406 －

資産除去債務消滅益 1,300 2,420

特別利益合計 829,706 2,420

特別損失

固定資産除却損 － 703

特別損失合計 － 703

税金等調整前四半期純利益 1,276,381 70,119

法人税、住民税及び事業税 160,245 39,623

法人税等調整額 196,760 58,085

法人税等合計 357,006 97,708

四半期純利益又は四半期純損失（△） 919,374 △27,589

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
919,374 △27,589

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年３月１日
　至　2024年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年３月１日

　至　2025年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 919,374 △27,589

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,398 －

その他の包括利益合計 △4,398 －

四半期包括利益 914,976 △27,589

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 914,976 △27,589

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ホテル事業

マンション
フロント
サービス

事業

クリーニン
グ事業

コンビニ
エンス・

ストア事業
その他事業

営業総収入

顧客との契約
から生じる収益

1,525,025 3,186,974 133,917 1,041,903 10,836 5,898,657 － 5,898,657

その他の収益
（注）３

9,503 － － － 50,587 60,090 － 60,090

外部顧客への
営業総収入

1,534,528 3,186,974 133,917 1,041,903 61,424 5,958,748 － 5,958,748

セグメント間の
内部営業総収入
又は振替高

－ 43,260 28 － － 43,288 △43,288 －

計 1,534,528 3,230,235 133,945 1,041,903 61,424 6,002,036 △43,288 5,958,748

セグメント利益 421,572 317,751 28,926 87,661 14,453 870,366 △420,570 449,795

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年３月１日　至　2024年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の調整額△420,570千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に管理部門の人件費及び一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入等であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

ホテル事業

マンション
フロント
サービス

事業

クリーニン
グ事業

コンビニ
エンス・

ストア事業
その他事業

営業総収入

顧客との契約
から生じる収益

1,691,332 2,999,871 137,353 1,115,525 9,003 5,953,086 － 5,953,086

その他の収益
（注）３

4,192 － － － 50,587 54,780 － 54,780

外部顧客への
営業総収入

1,695,525 2,999,871 137,353 1,115,525 59,591 6,007,866 － 6,007,866

セグメント間の
内部営業総収入
又は振替高

－ 39,980 － － － 39,980 △39,980 －

計 1,695,525 3,039,851 137,353 1,115,525 59,591 6,047,846 △39,980 6,007,866

セグメント利益 158,297 240,896 59,170 101,941 20,537 580,842 △468,498 112,344

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年３月１日　至　2025年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の調整額△468,498千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に管理部門の人件費及び一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入等であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2024年３月１日

至  2024年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2025年３月１日

至  2025年11月30日）

減価償却費 113,879千円 224,120千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりであります。
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